
9月 4日（月）                                                                                          

交通安全指導・朝の挨拶運動報告書                  

北地区① 

地区名 場 所 
気付いたこと 

備 考 
交通安全指導 朝の挨拶運動 

Ｋ１ 

本郷 

白山 

県道５７号

線 保健セ

ンターから

の交差点 

・通勤時間に重なる為、交通量が多い印象でした。 

・保健センターから５７号に入りたい車と反対側からも入り

たい、または保健センター側に抜けて行きたい車が信号機の

ない所で行き交うので歩行者への注意が怠りやすく危険だ

と感じています。 

 ただ、我々が横断歩道に立つことで注意喚起されしっかり

と止まってくれる車も多かったので交通安全運動の必要性

を感じました。 

・２学期の始まりの月曜日ということもあって

か、少しあいさつに覇気がないように思いまし

た。普段、自分が犬の散歩をしている時などはと

ても元気よく挨拶してくれる子が多いです。 

 

Ｋ２ 

石兼 

 

カーブス横

断歩道付近 

 

信号機のない横断歩道ですが、子供達はよく確認して渡って

いました。車も横断歩道にさしかかる歩行者がいると停まっ

てくれていたので、今日は特に危ないと思うことはなかった

です。 

こちらからの挨拶には、みんなきちんと挨拶して

くれました。自発的に元気に挨拶してくれる生徒

さんもいました。 

 

Ｋ３ 

岩根 

岩根西 

山本ふとん

店を上がっ

た三叉路 

生徒たちは、グリーンベルトの近くを通っていて危険なこと

は見受けられませんでした。 

猛スピードの自転車が、坂を下るのを見て、距離を取らない

と危ないと感じました。 

（今日は距離が取れていました） 

思った以上に車の通りが多く、ほとんどの車は徐行運転をし

て下さっていましたが、スピードの早い車が数台あり気にな

りました。 

こちらから挨拶すると、みんな返してくれまし

た。中には自分から挨拶してくれる子もいまし

た。 

 

 

 



Ｋ４ 

ケカチ 

南口 

北高上 

ポスト近く

五叉路付近

（エトワス

側） 

朝の通勤時間帯で車の通りがとても多かった。生徒達はちゃ

んと安全確認をしてから渡っていました。 

渡り終わってから止まってくれた車に会釈をしていたので

立派だと思いました。 

みんな元気に挨拶できてました。  
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Ｋ５ 

新ラ田 

神明 

岩崎町 

西ノ平  

すずや前 

中学生は、横断歩道を安全に渡っていた。 

自転車の高校生が、横断歩道をはみ出すような斜め横断して

おり気になった。 

ほとんどの生徒が挨拶をしてくれた。  

Ｋ7 

市場町側 

岩崎交差点

付近 

五右衛門 

日中生は挨拶をちゃんとし安全に気を付けながら登校して

いた。 

 五右衛門前の信号辺りは車がスピードがでで

るので注意が必要だなと思いました。 

 

Ｋ9 

梅ノ木 

 

梅ノ木弘法

堂付近 

・地域の方も気にかけて、出てきてくれていた。 

・歩道がないところなど、車が頻繁に通るため、すれ違う時

が危険 

・横断歩道付近、徐行・注意をしてくれる車もいたが、すご

いスピードで走る車もあった。 

・工事車両があったため、一時横断歩道のところまで、車の

渋滞が発生していた。 

 

 

 

・なかなか、先に挨拶してくれる子は少なかった

が、声をかければ、しっかりと挨拶をしてくれ

た。 
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Ｋ10 

岩藤 

阿良池 

岩藤南交差

点付近 

時間規制のある道路を裏道として使う車が多い。道幅が狭い

ため改めて危険だと感じました。 

子どもたちは車に慣れているのか、きちんと道の端を歩いて

いましたが、日傘や雨傘をさしている時は車と傘の接触も心

配だなと思いました。 

朝から厳しい暑さでしたが、こちらから声かけ

すると挨拶を返してくれました。 

 

Ｋ11 

竹田みた

け 

 

小林グリ

ーンハイ

ツ 

 

 

北小学校前

横断歩道付

近 

この時間に通るお子さんは少なく危険と思われる場面は特

にありませんでしたが、通る車の中には横断歩道近くでも減

速しないことも見られ、危険を感じました。 

 

お子さんは数人しか通りませんでした。皆さん

あいさつまたは会釈してくれました。 

 

 


